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町公民館の主な事業等
募集要項などくわしくは、「広報のぎ」でお知らせします。
（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）
問い合わせ先　ＴＥＬ５７－４１８８

分館の主な事業一覧
詳しくは班回覧等でお知らせします。
（ここに掲載されているものは予定ですので変更される場合もあります。）

平成23年度の公民館事業

月 友沼分館 野木分館 南赤塚分館 佐川野分館 新橋分館

４
総会 総会

文化振興「ささら祭り」
模擬店

総会 総会
観桜会（中止）

総会
菊づくり講座
（4月から11月）の実施

５
社会部研修会 ママチャリで行く思川

堤と間々田 ｢蛇祭り｣
野木町煉瓦窯一般公開模擬店

春季敬老会
第10回グランドゴルフ大会

６

健康ウォーキング⑴
老人スポーツ大会

野木小学校運動会「敬老者招待」
野木小演劇鑑賞会
「みんなでボランティア」
と「ミニウォーキング」
わいわいがやがや文化研修

第1８回ウォーキング大会 地域学習会
（６月から12月）の実施

敬老お楽しみ会

７
第1５回ボウリング大会
視察研修

８
育成会 ｢坂下地区伝統芸
能鑑賞とお楽しみ会｣
育成会 ｢子供研修会｣

料理教室（そば打ち） 研修旅行

９ 女性部視察研修 佐川野っ子ふれあい大運動会 グランドゴルフ大会

10
友沼小学校コミュニ
ティ大運動会

日光社寺めぐり 赤小運動会敬老者接待
視察研修
第19回ウォーキング大会
フラワーアレンジメント教室

球技大会
ゲートボール、グランド
ゴルフ、ボウリング大会
ウォーキング大会

ウォーキング大会

11
チャレンジフェスティバル参加
健康ウォーキング⑵
七歳合同祝

七歳合同祝 収穫祭
ニュースポーツ大会
七歳合同祝

七歳合同祝 七歳合同祝
ソフトボール大会
ソフトバレーボール大会

12 社会部研修旅行 そば打ち講習会
フラワーアレンジメント他

熱気球係留飛行体験
地域奉仕作業

地域学習会 注連縄づくり
食育講座

１ 講演会
ターゲットバードゴルフ

どんど焼き

２ 高齢者学級 南赤塚小学校1年生昔のあそび指導 文化講演会

３ 敬老者の集い
お花見ウォーキング

事　業　名 期間（期日） 募集予定 備　　考
わがまち30秒CM制作講座 ５月〜７月 10名 作品をコンテストに出展
グリーンツーリズム ５月〜 11月 親子15組 親子対象
ワイワイクッキング ５月〜３月 15組（30人）小学生及び親子対象
ガーデニング講座 ６月〜９月 30名
地域学習会 ６月〜 12月 30名 佐川野分館
子どもチャレンジ　工作教室 ７月〜８月 20名 小学生対象
親子セミナー ７月〜８月 15組（30人）親子対象
（仮）夏休み宿題支援講座 ７月〜８月 小中学生対象
パソコン講座 ９月〜 10月 10名
町民大学 ９月〜 11月 30名 一般対象・高齢者対象の2種類
文化協会専門部　初心者対象講座 ９月〜３月 文化協会主催４講座程度
女性セミナー 11月〜 12月 30名 女性対象
いきいきセカンドライフ 11月〜 12月 20名 団塊の世代向け事業
青年学級 11月〜２月 20名
公民館まつり ２月18・19日 公民館利用サークル活動体験
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こ
の
た
び
、
佐
川
野
分
館
長
を
引

き
受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、

以
前
、
野
木
町
の
柔
道
教
室
で
子
ど

も
達
を
指
導
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、
何
事
に
も
あ
き
ら
め
ず
最

後
ま
で
や
り
ぬ
く
精
神
、
人
を
思
い

や
る
や
さ
し
い
心
の
子
ど
も
へ
成
長

す
る
こ
と
を
願
う
と
共
に
、
色
々
な

方
と
ふ
れ
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
諸

先
輩
方
々
に
ご
指
導
頂
き
、
私
自
身

も
成
長
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　﹁
鶴
の
恩
返
し
﹂
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
私
達
の
住
ん
で
い
る
こ
の
野

木
町
を
笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
み
良
い
町

に
す
る
た
め
に
、
他
の
地
域
の
分
館

長
を
始
め
皆
様
と
共
に
協
力
し
合
い

な
が
ら
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
３
月
27
日
㈰
、
野
渡
分
館
主
催
で

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
企
画
、
実

施
さ
れ
ま
し
た
。同
日
強
い
風
の
中
、

満
福
寺
境
内
（
駐
車
場
）
に
午
前
10

時
集
合
後
、
渡
良
瀬
川
堤
防
か
ら
古

河
総
合
運
動
公
園
ま
で
往
復
約
10
㎞

﹁
桃
の
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ｣
に

参
加
、
完
歩
し
ま
し
た
。

　
例
年
で
す
と
、
古
河
総
合
公
園
桃

祭
り
会
場
は
、
大
変
な
賑
わ
い
で
す

が
、
本
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で｢

桃
祭
り｣

は
中
止
に
な
り
、
ま

た
寒
冷
寒
風
下
で
桃
の
花
咲
き
が
３

～
４
分
で
い
つ
も
の
華
や
か
さ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

新　橋

菊
づ
く
り
講
習
会

佐川野

鈴
木

　敏
雄

野　木
（野　渡）

お
花
見

　ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
新
橋
学
区
分
館
で
は
、
同
好
会
の

新
橋
菊
花
会
を
中
心
に
﹁
菊
づ
く
り

講
習
会
﹂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
は
、
新
橋
小
学
校
を
会
場

に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
、
親

株
摘
芯
講
習
に
引
き
続
き
、
苗
作
り

か
ら
挿
し
芽
、
小
鉢
上
げ
を
し
、
大

き
な
鉢
に
定
植
を
し
ま
す
。

　
以
後
は
、
水
や
り
か
ら
害
虫
の
防

除
、
施
肥
等
の
管
理
の
講
座
を
し
な

が
ら
生
育
状
況
を
観
察
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　
開
花
し
た
大
輪
の
成
果
品
を
秋
の

文
化
祭
に
出
展
し
、
ご
来
場
の
方
々

に
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
を
励
み
に
こ

の
１
年
講
習
会
参
加
者
全
員
の
出
展

を
目
指
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
道
中
や
桃
の
木
の
下
で
の
昼
食
は

大
震
災
が
話
題
の
中
心
で
し
た
が
、

野
渡
の
春
季
大
祭﹁
さ
さ
ら
獅
子
舞
﹂

の
話
で
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
高
齢
者
参
加
の
多
い
26
名
で
し
た

が
、
全
員
無
事
で
終
了
い
た
し
ま
し

た
。

新
分
館
長
か
ら
一
言

「昨年の活動の様子」 「昨年の文化祭での様子」
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情
報
社
会
の
中
、
中
高
年
の
方
々

に
楽
し
く
学
ん
で
頂
く
た
め
に
パ
ソ

コ
ン
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
７
年
を
迎
え

ま
す
。｢

楽
し
く
学
ぼ
う
、
身
に
つ

け
よ
う｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
毎
回
元
気

に
学
習
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
会
員
よ
り｢

丁
寧
な
指
導

で
技
術
が
身
に
つ
き
パ
ソ
コ
ン
が
面

白
く
な
っ
た｣
｢

孫
と
の
会
話
が
は

ず
む｣

と
の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
初
心
者
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。

場

　所
　
町
公
民
館

活
動
日
　
毎
月
各
ク
ラ
ス
２
回

　
野
木
Ｓ
Ｓ
Ｓ
は
、
野
木
町
の
５
つ

の
小
学
校
の
児
童
が
集
ま
る
少
年
少

女
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

　
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の
指
導

者
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
10
人
の
体

制
の
も
と
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
健

全
な
心
身
の
発
達
と
基
礎
教
育
を
目

的
に
、
野
木
町
内
外
と
の
交
流
も
図

り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
低
学
年
か
ら
高
学
年
ま
で
、
児
童

　
平
成
23
年
度
は
、
館
報
編
集
委
員

が
次
の
方
々
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
に
密
着
し
て
、読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
記
事
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
ま
す
！

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
友
沼
分
館
】

　
　
◦
川
島
　
良
一

　
　
◦
山
本
　
み
き

【
野
木
分
館
】

　
　
◦
小
村
　
敏
雄

　
　
◦
小
林
　
恵
理
子

【
南
赤
塚
分
館
】

　
　
◦
菊
地
　
美
和
子

　
　
◦
斉
藤
　
逸
郎

【
佐
川
野
分
館
】

　
　
◦
三
橋
　
桂
子

　
　
◦
舘
野
　
純
子

【
新
橋
分
館
】

　
　
◦
舘
野
　
恒
夫

　
　
◦
高
橋
　
千
津
子

サ

ー

ク

ル

紹

介

新
館
報
編
集
委
員
紹
介

少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

　「
野
木
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」

（
の
ぎ
ス
リ
ー
エ
ス
）

の
ぎ
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

　（
第
１･

３
水
曜
日
又
は
木
曜
日
）

　
　
　
　
９
時
半
～
12
時
又
は

　
　
　
　
13
時
～
15
時
半

会

　費
　
月
２
５
０
０
円（
資
料
代
）

問
合
せ
　
浜
田
敏
路

　
　
　
　（
５
６
）
０
３
８
２

そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
た
練
習
や
試
合

（
公
式
戦
や
カ
ッ
プ
戦
）、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
是
非
一
度
、練
習
会
場
に
来
て
、

見
学
や
体
験
練
習
を
し
て
み
て
下
さ

い
。
新
６
年
生
、
女
の
子
の
入
部
も

大
歓
迎
で
す
。

連
絡
先
　
野
木
Ｓ
Ｓ
Ｓ
後
援
会

　
山
本
英
雄
　 

（
５
５
）
２
２
８
７

　
０
９
０

−

３
６
８
６

−

３
９
３
４
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私
達｢

は
た
け
の
会｣

は
、
平
成

６
年
に
野
菜
作
り
を
通
し
て
親
睦
を

深
め
る
と
の
目
的
で
発
足
し
た
会
で

17
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
16
名
で
、
野

木
原
地
区
の
２
箇
所
で
延
６
０
０
坪

の
土
地
に
、
夏
野
菜
を
中
心
に
30
種

程
度
の
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
毎
週
土
曜
日
で
１
～
２
時

間
程
度
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
３
月
の｢

じ
ゃ
が
い
も｣

の
植
付

け
か
ら
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
特
色
と
し
て
、
通
常
の

畑
作
業
以
外
に
町
の
行
事
に
参
加
し

て
お
り
、
新
橋
祭
り
へ
の
出
店
、
駅

前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
飾
り
付
け

な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
新
橋
区
の
子
ど
も

会
と
一
緒
に
い
も
掘
り
大
会
や
も
ち

つ
き
大
会
な
ど
交
流
の
輪
を
広
げ
る

　
芝
山
１
自
治
会
の
ゴ
ル
フ
好
き
の

仲
間
が
、
平
成
２
年
10
月
に
第
１
回

の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
か
ら

今
年
で
21
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
年
２
回
の
定
例
コ
ン
ペ
が
昨
年
で

40
回
、
７
年
前
に
始
ま
っ
た
月
例
コ

ン
ペ
が
こ
の
４
月
で
69
回
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
は
50
名
を
越

え
、
現
在
も
30
余
名
の
方
が
会
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　募

　
　集

　
特
集
﹁
き
ず
な
﹂
で
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
の
人
と
の
き
ず
な
を
掲
載

し
ま
す
。
家
族
や
友
人
な
ど
身
近
に

い
る
方
と
の
き
ず
な
を
ご
紹
介
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
（
推
薦
も
可
）

連
絡
先
　
公
民
館
　（
57
）４
１
８
８

特 

集
「
き
ず
な
」

　（
仲
間
）

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
見
に
来
て
下

さ
い
。

　
最
近
は
近
隣
自
治
会
の
方
や
小
山

市
、
茨
城
県
古
河
市
在
住
の
方
も
加

わ
り
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
老
若
男
女
が
、

等
し
く
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
プ
レ
ー

で
き
る
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
の
魅
力
の
１
つ
は
、職
業
、

年
齢
、
性
別
、
社
会
的
地
位
も
様
々

な
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
親
睦
の
輪
が
広
が

り
、
仲
間
の
き
ず
な
が
更
に
深
ま
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

南赤塚

は
た
け
の
会

新　橋

ゴ
ル
フ
仲
間


